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外部DC電源

GND
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LCD表示機

RTC-59収容ケース

T R G
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ICOM-TRX

CI-Vに接続

PCに接続

←USB-B

USB電源

Short pin

←PC通信相手

設定Short pin

1：SCL

2：SDA

3：+5v

4：GND

（基板Ver4　2014.7）
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Short pin

Kenwood,Yaesu-TRX

CAT(232C)に接続
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↑backライト輝度

明るくするときピン挿入

VRがcontrastです。
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Setting

Setting　Short pin

1：短絡時＝コマンドモードで起動

2：未使用

3：FA-AIコマンド選択（短絡時＝AI）

4：Auto-Manual（短絡時＝Manual）

OC1 OC2

 1  2

 3  4

 5  6

 7  8

 9 10

11 12

13 14

15 16

CPU

接続

TRX

接続

制御出力

←1-12出力

13,14空き

15,16リレー電源

リレー電源

+12ｖ or +24v

Manual

Auto

アンテナ切替

リレー①

Manual

Auto

Manual

Switch

①

⑫

Manual-Auto

Switchは2回路

Kenwood

Yaesu ICOMは

TRXメーカー設定

リレー電源

コモン

+12or24ｖ

注：基板内部と制御接点出力は

　　フォト・アイソレーションされている

　　

出力等価回路

①

⑫

+12,24v

コモン

⑮⑯

フォトカップラーTLP627を使用時

①

⑫

⑮⑯

フォトモスリレーTLP222Aを使用時

フォトMOSリレーは極性がない

ACリレーでも使用可能。

アンテナリレーのコモンが＋と

GNDを意識しないで使える

⑮⑯コモンは回り込み防止の観点から

　　　基板内部回路に接続されていない

アンテナ切替

リレー⑫

リレー電源

　12or24v

リレー電源

12or24v

注：DCリレーの場合、逆起電力

　　吸収用DIODEは必須です
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1～12

制御出力

1～12

リレー電源+12ｖ or +24v
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